
総合的な学習の時間「松ケ崎・協和・牛根３校合同防災教育」単元計画 

【防災教育 単元計画】 

・ 単元名：「火山と共に生きる ～私たちの命を守る防災学習～」 

・ 対象学年：小学校５年生・６年生 

・ 総時間数：30時間 

【単元目標】 

１ 火山災害のメカニズムと防災について科学的に理解する。 

２ 地域の火山特性と防災対策を学ぶ。 

３ 主体的な防災意識と行動力を身につける。 

４ ICT を活用した協働的な学習を通じて、問題解決能力を育成する。 

【単元計画】 ○子供たちの思考の流れ ※活動内容の★は３校で足並みを揃えて取り組む 

時間数 月 活動内容 活用する ICT 機器 主な学習内容・目標 外部連携 

第１次 

火山学習の

手引き 

（７時間） 

６ 

上 

 

 

 

 

６ 

中 

★集合学習で講話を聞く（講師

県防災研修センター）② 

★火山の基本的な仕組みについ

て校外学習を行う（桜島国際火

山砂防センター）③ 

 

★オリエンテーション① 

○問いをもつ 

・桜島火山とはどんなものなの

だろうか 

★学習計画を立てる① 

・火山形成の

シミュレーシ

ョンシステム

など映像資料

の活用 

 

タブレット端

末 

→調べる，問

いと課題の解

決策を考える 

★集合学習を行い，外

部講師の講話を聞く 

★３校合同で砂防セン

ターの見学・講話を聞

く 

 

★遠隔合同授業ガイダ

ンス 

単元の目的説明 

 

★個別の学習計画を立

てる 

★6/3 外部講

師の招聘（松

ケ崎小に３校

集合） 

★6/12 桜島国

際火山砂防セ

ンターの見学 

・火山研究の

大学機関や地

域の消防団な

どは各校の裁

量，必要に応

じて 

第２次 

地域の火山

と災害のリ

スク 

(６時間） 

６ 

下 

～  

９ 

★地域の火山災害の特性を調査

する⑥ 

○地域の課題を見直す 

・私たちの暮らす地域ではどん

な被害が考えられるか調べてみ

よう（火山・噴火の仕組み，過

去の災害，地理的要因等） 

１ 地域の防災マップなどを見直

して課題を見つける 

２ 地域の語り部による講演(各

校裁量) 

３ 避難方法の工夫や改善点等に

ついて考える 

○学んだことを生かす 

・調べたことや聞いたお話を学

校生活や地域に生かせないかな 

○実際に体験する 

・学んだことを意識しながら避

難訓練に臨もう 

・避難訓練ではどんな課題が見

つかるかな(新しい視点で取り組

み，見つめ直す) 

タブレット端

末 

★オンライン

会議システム

（他校との情

報交換） 

・調べる 

（インターネ

ット等） 

・地域の語り

部や防災に取

り組む団体か

ら話を聞くな

ど 

・まとめる 

★より地域の実態に根

ざした桜島火山災害に

ついての情報収集 

例)松ケ崎地区では･･･ 

 牛根小地区では･･･ 

 海潟では他と違っ

て，○○の影響が･･･ 

など 

・過去の火山災害の経

験談や地域資料の説

明・質疑応答など(各

校裁量) 

・地域の防災マップの

見直しをする 

→地域の課題を発見す

る 

 

★２学期初めの避難訓

練に向けてどのような

視点や思いで臨むのか

をまとめておく 

地域の語り部 

歴史探検の方

への協力，史

料館活用など 

（いずれも各

校裁量) 

夏休み課題（防災ポスターや標語，作文などに取り組む ※各校裁量） 

★災害が起きたときの家庭での避難方法などについて考える 



第３次 

防災行動計

画の立案 

(11 時間) 

９ 

上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

下 

～  

 

 

 

 

 

 

 

11 

下 

★桜島火山噴火避難訓練・地震

想定避難訓練等を実施する 

(９月１日防災の日になぞらえ

るなど)② 

・校内の避難活動を見つめ直す 

○見つけた課題の共有 

・松ケ崎小では１次避難の場所

について･･･という問題があった

よ 

・他の学校の防災バッグにはう

ちには無い物があったね 

○課題の解決へ 

 

★ぼく・わたしの防災プランを

考え，作成する⑥ 

・僕の家庭ではどんな取組がで

きるかな 

・学校や地域を支える立場とし

て，どんな防災活動ができるか

な 

・自分にはない友達のアイデア

を参考にしたいな 

 

★各校の防災プランをもとに三

校で交流する③ 

・互いの現状を知る 

・それぞれのよさや課題等につ

いて意見交換をする 

・互いのアドバイス等をもとに

よりよい防災プランに修正する 

タブレット端

末 

★オンライン

会議システム

（他校との情

報共有） 

 

 

 

 

 

 

 

・PowerPoint

やロイロノー

トのスライド

等を利用して

防災プランの

プレゼン資料

を作成する 

・遠隔合同で

のグループデ

ィスカッショ

ンは，ブレイ

クアウトの機

能を利用して

松ケ崎・牛根

協和のそれぞ

れの児童が入

れるようにグ

ループ分けを

する 

（各グループ

に各校の授業

者が入る） 

※調べ学習が十分でな

い場合は，調査，まと

めを継続する 

★各校での避難経路等

の確認・気付いたこと

や課題をまとめる 

 

★防災プランの作成 

１ 家族や地域の特性

他校との学びを盛り

込んだプレゼンテー

ションの作成をする 

２ 校内で発表し，よ

さや改善点等を練り

合う中でより良いも

のに仕上げる（異学

年の児童にも評価し

てもらう） 

３ 公開授業の前時に

遠隔合同の形式で発

表を行う 

  感想や疑問点，助

言できることなどを

それぞれまとめてお

く 

４ 公開本時に発表に

ついてのグループデ

ィスカッションを行

う 

  各グループの議論

内容やまとめについ

て可能であれば専門

家もグループに招い

て助言を仰ぐ 

避難訓練は各

校裁量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門家による

助言 

第４次 

防災学習の

まとめ・地

域につなぐ 

（６時間） 

12 

上 

～  

 

★防災啓発ポスター・プレゼン

制作など⑤ 

オンライン会

議システム 

Canva 

・公開授業で

分けたグルー

プで取り組む 

★学んだことを地域に

つなげ，広げる取組を

行う 

共同編集で動画やポス

ター作成など 

地域の消防団

など 

専門家による

助言など 

市の防災課な

ど 

（各校裁量） 

【期待される学習効果】 

１ 科学的な火山理解    ２ 地域防災への主体的参画   ３ 防災意識の向上     

４ ICT を活用した協働的学習    ５ 地域コミュニケーション能力の育成 

【評価方法】 

活動記録(ロイロノート内に残す)，ポートフォリオ，相互評価，最終プレゼンテーション・作成したポスター

や映像資料など 


